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逆転途中の地球磁場のふるまい

Behavior of the geomagnetic field during its reversal transitions
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非双極子磁場を固定し双極子のみが逆転する地球磁場逆転モデルについてそれによって地表で予想される仮想
古地磁気極と信頼できる松山－ブリュンヌ境界の古地磁気データを比較したところ, すでに知られている「選択的
経度」を通り良く一致するサイトが確認された. また, このようなモデルでは観測点によって仮想極の移動速度に
数倍の開きが見られることがわかった. 

地球磁場が逆転している最中, つまり最も不安定である状態の時にどのような形態で変動しているのかは地球磁
場の性質を知る上で大きな手掛かりとなり得る. 

近年火山岩, 堆積岩, 海底コアなどから良質の逆転データが多く得られている. しかし, その古地磁気測定から得
られる結果についての解釈についてはさまざまで, 観測点での伏角, 偏角から求められる仮想古地磁気極(VGP)が特
定のパス(preferred VGP path)を通るという説(Laj et al., 1991など), 逆転途中のVGPは地球上にまんべんなく分布し
ていると言う説(Prevot, 1991など), また, 逆転途中のV G Pにはある特定の「停留点」がある(Hoffman, 1992など)と
言う説もあり, 評価が定まらない. 

この逆転途中の磁場の様子について, Hoffman (1992)は今現在の地球磁場のうち, 軸対称地心双極子( G e o c e n t r i c
Axial Dipole)成分を取り除いた成分が作る地球表面における鉛直成分( B z )の「目玉」が「停留点」の幾つかと極め
て近いことをあげ, これらの関連性について論じている. 

これらの説のうち, 堆積物データに多く見られる Preferred Path と呼ばれるV G Pの通り道は主に2つあげられる.
1つは南北アメリカ大陸, もう1つはインド洋～ユーラシア大陸中央部を通るものである. 

本研究では, 現在の地球磁場( I G R F 9 5 )のうち, 非双極子成分が変化せず, その中で双極子成分(非軸対称成分を含
む)が反転した場合, 地表での観測はどのようなものになるかを考察し, Love and Mazaud (1997)による「特に信頼
できる( M a t u y a m a - B r u n h e s境界の)逆転途中の古地磁気データ」1 1点(岩相の内訳は溶岩とレスや砂岩など現在陸上
にある堆積物がそれぞれ4点, 海底から採取されたコアが3点)と比較検討した. 

その結果, 東アジアの観測点(中国, 日本)ではこのような逆転があった場合, VGPはインド洋～中部ユーラシア大
陸へぬける後者の preferred path を通り, データもそれとほぼ一致している. さらにインド洋南西部のサイトでは,
アメリカ大陸を縦断するようなパスが予想され, 実際のデータもこの前者の preferred path とよく一致している.し
かし, ニュージーランドやチリでも南北アメリカ大陸および大西洋を通るパスが予想されるが, 観測データとはよ
く合わない. とくにチリから得られているデータは連続的なデータを提供し得ない火山岩であることもあり, 逆転
途中の磁化から予想されるVGPがすべてオーストラリア大陸付近に停滞していて明確なパスを示していない. また,
この磁場反転モデルを仮定すると, 中南部太平洋で観測されるであろう逆転時のV G Pパスは他の地域に比べて数倍
も速く移動するため, 古地磁気データなどで観測することはより困難になることが予想される.

今回のモデルで描かれる逆転途中に地表で観測される磁場の方向は, 概ね古地磁気データから考えられている
preferred path を説明している. このことは地球磁場のうち短い時間変化に乏しい成分があって, それはコア－マン
トル境界での不均質が起因するものであると言う考え(Bloxham and Gubbins, 1987など)を支持している. 

また, 本講演ではM - B境界の逆転途中の磁場について逆問題を解く場合に際しての古地磁気測定から得られるデ
ータの取扱いについても発表する予定である.


